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はじめに 

鹿児島県 平均気温  100 年当  1.99℃上昇     （気象庁 観測結果）    鹿児島県

の将来の気温は、このままの温室効果ガスの排出が続いた場合、今世紀末には 20 世紀末 比  年平均気

温で 3.8℃上昇（気象庁 将来予測）   予測             短時間 滝    降 雨 回

数 猛暑日 増  一方  水不足 懸念      気候変動  対策       状況    

この気候変動をもたらす地球温暖化は、私たちが化石エネルギーを使用することで放出される温室効果ガス

が主な原因の一つであり、脱炭素社会を目指したエネルギー構造の転換が重要です。 

また、エネルギー資源が乏しい日本にとって、エネルギー問題は経済問題でもあります。国内のエネルギー資源

を最大限有効活用し、地産地消型を推進することで地域経済が潤います。 

水 緑    太陽 恵   姶良市       資源 宝庫   特 森林資源  薩摩藩 時代  

連綿 続 林業 支    豊富 資源量 誇     

しかし、国内の木材価格 低迷 人手不足 背景  本市 林業   森林 活力 失     現状 

       森 活力 取 戻    林業       森 関  多  産業 下支   存在    森

林資源      利用 極  重要   価値 低 木材 新  価値 生    燃料 加工  産業

 生    市外  購入  化石燃料※1を減らすことで、地域経済の循環が生まれることが期待されます。 

  循環 生 出     ⾧ 年月 必要     森 関  全  人 化石燃料 日々利用  多く

の人たち  同 将来 見据    一歩一歩、取組を進めていく必要があります。 

    今後 ⾧ 道程  道        姶良市地域エネルギービジョン（木質バイオマス※2編）（以

下、「本ビジョン」とします。）を策定しました。 

 

  

                                         
※1 化石燃料 動物 植物 死骸 地中 堆積  ⾧ 年月 間 変成     有機物 燃料     主     石

炭、石油、天然ガスなどがあります。 
※2 木質      森林 育成  樹木 生態量     具体的  森林  伐 出  木材      樹木 枝葉 製

材工場などの残廃材、建築廃材などを含んでいます。 
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エネルギービジョンの基本的事項 

ビジョンの目的 

本      姶良市    木質           利活用 推進 目的   策定      

内容は、市内 現状 整理       目指すべき将来像や具体的な推進プロジェクト、今後のロードマ

  等 整理             

推進         市民 事業者 皆   木質           利活用 取 組 上  役立

つ情報も多数掲載しています。 

本      市      行政 指針        市民 事業者 皆   取組        活

用して頂くものとなっています。 
 

ビジョンの位置付け 

本ビジョンは、姶良市総合計画         施策 産業施策 具体化           姶良

市環境基本計画における再生可能エネルギーの導入施策と連携・整合をはかるべきものです。 
 

 

図 1 ビジョンの位置付け 
 

計画期間（目標年次） 

本ビジョンは、概ね 10 年後（2029 年度）を目標とします。  

環境基本法 環境基本計画(国) 

鹿児島県環境基本条例 鹿児島県環境基本計画 

姶良市環境基本条例 姶良市環境基本計画 
 地球温暖化対策実行計画 

(区域施策編)を含む】 

姶良市総合計画 

姶良市地域エネルギービジョン 
（木質バイオマス編） 

関連計画（姶良市森林整備計画 等） 

11 

国 

県 

市 

姶良市地球温暖化対策 
実行計画(事務事業編) 

11 

第 5 次エネルギー基本計画 

再生可能エネルギー 

導入ビジョン 2018 
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姶良市 特性 

社会的な特性 

人口・世帯数 

本市の人口は約 75,173 人（平成 27 年国勢調査）  昭和 45 年以降 増加傾向  ります。一

方、一世帯当たりの人口は昭和 10 年以降一貫  減少傾向   、平成 27 年  2.39 人となっていま

す。 

 姶良市人口     （平成 28 年 2 月）にて提示した独自推計では、2025 年     減少傾向に

転じ、2060 年  総人口 70,080 人になると推計しています。 

 

出典：姶良市統計書 令和元年度版 

図 2 人口・世帯数の推移 

 

 

出典：姶良市人口ビジョン  

図 3 年齢区分別人口の将来展望 
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土地利用 

本市内 土地利用の内訳  山林（49.0%）が約半分を占め最も割合が高く、その他（27.2%） 宅

地（7.5%）、田（6.9%）と続いています。 

 
出典：姶良市統計書 令和元年度版 

 

図 4 土地利用の状況 

 

産業 

産業別従業者数・事業所数（民営） 

本市 従業者数全体 見   平成 24 年以降増加傾向     。産業 3 区分の従業者数の推移を

見  第 1 次産業は平成 21 年以降減少傾向 第 2 次産業は横ばい、第 3 次産業は平成 24 年以降増

加傾向にあります。 

産業分類別事業所数では、「卸売業、小売業」が 28.4%と最も割合が高く、「宿泊、飲食業サービス」

（11.3%）、「生活関連サービス、娯楽業」（10.8%）  医療 福祉 （10.8%）と続いています。 

 

 
出典：姶良市統計書 令和元年度版 

図 5 従業者数(民営) 
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出典：姶良市統計書 令和元年度版 

図 6 産業別事業所の構成比（民営） 

 

工業 

本市の工業製造品出荷額（総額）は多少の増減はあるものの、平成 24 年  概ね増加傾向で推移

し、平成 29 年 4,749,281 万円となっています。１事業所当たりの工業製造品出荷額 見  増加傾向

にあり、平成 29 年  65,059 万円となっています。 

 

出典：姶良市統計書 令和元年度版 

図 7 工業製造品出荷額の推移 
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農業 

農家数 見   自給的農家、販売農家（専業）、販売農家（兼業）のすべてが減少傾向にあります。 

また、経営耕作地面積 見   全体的  減少傾向   ます。 

 

 
出典：姶良市統計書 令和元年度版 

図 8 農家戸数の推移 

 
出典：姶良市統計書 令和元年度版 

図 9 経営耕地面積の推移 
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エネルギー 

     消費量 

本市内         消費量  下図 示        

過去５年間 増加傾向    業務部門（       小売店等） 占  割合 最 高 （35％）、

次いで運輸部門（30％）となっています。 

         種類別        灯油等（主 自動車利用 想定） 47％ 次  電力 

35％となっています。 

 
注 1：鹿児島県のエネルギー消費量を統計データ等により按分して推計。 
注 2：運輸には、鉄道によるエネルギー消費量は含まれていない。 

図 10 エネルギー使用量（部門別） 

 

 
注 1：鹿児島県のエネルギー消費量を統計データ等により按分して推計。 

図 11 エネルギー使用量（エネルギー種類別） 

 

  

1,255 1,341 1,290 1,334 1,380 

1,465 1,443 1,445 1,676 1,657 

964 961 969 
951 1,011 

572 616 564 
629 623 

4,255 4,360 4,268 
4,591 4,670 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

2013 2014 2015 2016 2017

姶
良

市
内

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
(T

J)

（年度）

産業

民生（家庭）

民生（業務）

運輸

13%

22%

35%

30%

＜2017年度構成比＞

産業 民生（家庭）

民生（業務） 運輸

2,011 2,109 2,121 2,187 2,221 

762 774 748 834 834 

1,483 1,478 1,399 
1,570 1,616 

4,255 4,360 4,268 
4,591 4,670 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

2013 2014 2015 2016 2017

姶
良

市
内
の

エ
ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
（

T
J）

（年度）

電力

都市ガス・LPG等

ガソリン・灯油等

35%

18%

47%

＜2017年度構成比＞

電力
都市ガス・LPG等

ガソリン・灯油等



 

8 

エネルギーコストの構造 

本市におけるエネルギーコストの構造は下図のようになっている。 

本市        代金 98 億円域外 流出       規模 GRP※3の約 6.0％である。 

また、産業分類別の     代金 流出   石油 石炭製品 流出額 最 多  次  電気 流出

額が多い。 

 

 

出典：環境省 地域経済循環分析自動作成ツールを用いて作成 

図 12 エネルギーコストの構造 

 

  

                                         
※3 ＧＲＰ 一定期間内に地域内で産み出された付加価値の総額を意味します。 
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自然的な特性 

気象条件 

姶良市付近 鹿児島地方気象台（鹿児島市）    平成 30 年 平均気温 19℃ 年間降水量

は 2,397mm と温暖多雨な気候となっています。平成 30 年 最暖月平均気温は 29.6℃（8 月）、最寒

月平均気温は 7.6℃（1 月）となっていました。 

また、過去 15 年 年平均気温 年間降水量 見     横           

 

 
備考）観測地点：鹿児島地方気象台 

出典：気象庁ホームページ 

図 13 過去３年月別平均気温 

 

 
備考）観測地点：鹿児島地方気象台 

出典：気象庁ホームページ 

図 14 過去 10 年平均気温と降水量 
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気候変動の現状と将来 

気候変動の現状 

鹿児島県 年平均気温 100 年当  1.99℃の割合で上昇しています。また、鹿児島県内     ※4 

43 地点当たりの滝    降 雨（1 時間降水量 50mm 以上）の発生回数は、10 年当  4.1 回増

加しています。 

 

出典：鹿児島県の気候変動（鹿児島地方気象台） 

図 15 鹿児島の平均気温の経年変化 

 

 
出典：鹿児島県の気候変動（鹿児島地方気象台） 

図 16 鹿児島の 1 時間降水量 50 ㎜以上の年間発生回数の経年変化 

                                         
※4      雨 風 雪   気象状況 時間的 地域的 細  監視      降水量 風向 風速 気温 日照時間 

観測を自動的におこない 気象災害 防止 軽減 重要 役割 果       現在 降水量 観測  観測
所は全国に約 1,300 か所（約 17km 間隔）存在しています。 
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気候変動の将来予測 

気候変動に関する政府間パネル（IPCC※5）第 5 次評価報告書で用いられたシナリオのうち、現状の対策

のままで温室効果ガスの排出が続いた場合のシナリオ（RCP8.5）によると、今世紀末には 20 世紀末と比べ

  鹿児島県 年平均気温 3.8℃上昇し、猛暑日数が 26 日増加 滝    降 雨（1 時間降水量

50mm 以上） 発生回数 日降水量 200mm 以上の大雨の発生回数が約 2 倍    雨 降   日

（日降水量 1mm 未満の日数）が 8 日程度増加  予測        

 

出典：鹿児島県の気候変動（鹿児島地方気象台） 

図 17 鹿児島県均気温の変化 

 

 

出典：鹿児島県の気候変動（鹿児島地方気象台） 

図 18 鹿児島県猛暑日等の年間日数の変化 

 

                                         
※5 ＩＰＣＣ 国連環境計画（UNEP）及び世界気象機関（WMO）により 1988 年 設立   政府間機関   地

球温暖化 関  科学的 技術的 社会経済的 見地  包括的 評価 政策決定者等 提供       
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出典：鹿児島県の気候変動（鹿児島地方気象台） 

図 19 左：1 時間降水量 50 ㎜以上の年間発生回数の変化（将来予測） 

右：日降水量 200 ㎜以上の年間発生回数の変化（将来予測） 

 
 

 

出典：鹿児島県の気候変動（鹿児島地方気象台） 

図 20 雨の降らない日（日降水量 1 ㎜未満）の年間日数の変化 
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姶良市 森林概況 

市域    森林 概要 表 1  示    市域   市有林（特 個人所有） 多  国有林 少 

いという特徴があります（表 1、図 21 参照）    市域 森林植生  植林地 多    特徴    

す（図 22 参照）。 

表 1 市域の森林の概要  

地域 総土地 森林面積 国有林 民有林      
 面積   県有 市町村有 私有    
       個人 会社 その他 
 A B C D E F G H I 
 (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) 

姶良市 23,125 15,378 825 269 1919 12365 7985 1,379 1,678 
全県 918,699 588,272 152,348 7,110 56,424 372,389 251,372 27,086 45,121 

地域 － B/A C/A D/A E/A F/A G/A H/A I/A 
 － (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 

姶良市 － 66.5 3.6 1.2 8.3 53.5 34.5 6.0 7.3 
全県 － 64.0 16.6 0.8 6.1 40.5 27.4 2.9 4.9 

地域 － － C/B D/B E/B F/B G/B H/B I/B 
 － － (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 

姶良市 － － 5.4 1.7 12.5 80.4 51.9 9.0 10.9 
全県 － － 25.9 1.2 9.6 63.3 42.7 4.6 7.7 

出典：平成 30年度鹿児島県森林・林業統計 

 
図 21 市域の所有形態別の森林の分布 
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図 22 市域の植生分布 
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本市 林業 取 巻 動向 

林業 現状 

農林業         本市  林業経営体※6数は 67 であり、そのうち家族経営は 57 です（表 2 参

照） 経営体    所有山林面積 保有山林面積     10.1ha と 10.3ha     鹿児島全県 

それぞれ 49.0ha と 53.3ha       比   小規模 林業経営         

素材生産※7を実施している経営体数は 11 で、そのうち自伐※8は 5 受託 立木買 ※9は 7 です。経営体

    素材生産量  自伐 518.2m3 受託 立木買  6,347.1 m3 です。 
 

表 2 市域の林業の概要 

地域 林業経営体   所有山林   保有山林   
(調査区)  家族経営 組織経営 経営体数 面積 経営体 

あたり 
経営体数 面積 経営体 

あたり 
 A B C D E E/D F G G/F 
 (経営体) (経営体) (経営体) (経営体) (ha) (ha) (経営体) (ha) (ha) 

姶良市 67 57 10 65 659 10.1 65 671 10.3 
加治木町 14 9 5 13 334 25.7 13 347 26.7 
山田村 24 22 2 24 148 6.2 24 151 6.3 
溝辺村 1 1 0 × × × × × × 
帖佐町 10 7 3 9 87 9.7 9 82 9.1 
重富村 4 4 0 × × × × × × 
蒲生町 14 14 0 14 66 4.7 14 66 4.7 
全県 1,050 873 177 997 48,875 49.0 1,000 53,312 53.3 
 

地域 素材生産   自伐   受託 立木 買い  
(調査区) 実施 

経営体数 
素材 

生産量 
経営体 
あたり 

実施 
経営体数 

素材 
生産量 

経営体 
あたり 

実施 
経営体数 

素材 
生産量 

経営体 
あたり 

 H I I/H J K K/J L M M/L 
 (経営体) (m3) (m3) (経営体) (m3) (m3) (経営体) (m3) (m3) 

姶良市 11  47,021  4,274.6 5  2,591  518.2 7  44,430  6,347.1 
加治木町 5  × × 4  × × 2  × × 
山田村 2  × × 1  × × 1  × × 
溝辺村 × × × × × × × × × 
帖佐町 2  × × － － － 2  × × 
重富村 × × × × × × × × × 
蒲生町 2  × × － － － 2  × × 
全県 226  586,525  2,595.2 137  55,463  404.8 122  531,062  4,353.0 
※ ×  秘匿値      表     

出典：2015 年農林業センサス（農林水産省） 

  

                                         
※6 林業経営体 林地 所有 借入     森林施業 行 権原 有   世帯 会社         
※7 素材生産 森林 生育  立木(樹木）を伐採して素材(丸太）に加工し、決められた場所に運搬・集積することです。 
※8 自伐 森林 所有  林家 自  所有森林 木 育  主 家族労働力 伐採 行       
※9 立木買  立木 購入  伐採  素材   販売     指     
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木材関連産業の現状 

工業統計によれば、本市では従業員数 4 人以上の規模の木材・木製品製造業の事業所数は 2 事業所

であり、従業員数は 11 人        姶良市 1 事業所あたり従業員数は 5.5 人    鹿児島全県

の 12.9 人と比較すると小規模経営です（表 3 参照）。 

また、NTT 電話帳によれば、木製品関連の事業者は 8 件であり、その内訳は製材業 2 件、木工業 2 件、

木材商 3 件、木材チップ 1 件です。 

 

表 3 市域の木材・木製品製造業の概要（2017 年実績） 

地域 区分 事業所数 従業員数  現金給与  原材料  製造品  
    1 事業所

あたり 
総額 1 人あたり 使用額 1 事業所 

あたり 
出荷額等 1 事業所 

あたり 
  A B B/A C C/B D D/A E E/A 
 （従業員数） (事業所) (人) (事業所) (百万円) (万円) (百万円) (万円) (百万円) (万円) 

姶良市 4 人以上 2 11 5.5 × × × × × × 
全県 4 人以上 85 1,095 12.9 3,190 291 12,506 14,713 20,717 24,373 
 3 人以下 117 223 1.9 － － － － 2,146 1,834 
※ ×  秘匿値      表     

出典：平成 30年工業統計（経済産業省） 

 

市内における木質バイオマスの取組実績 

本市では平成 6 年 2 月に『温泉センターくすの湯』 整備 温浴施設 運営 行      平成 26 年

度 県  木質          導入促進事業     薪 燃料   木質          導入  

平成 27 年度  供用 開始      原料   薪  市内 間伐※10材を安定的に供給してもらう契約

 姶良西部森林組合 結  経費削減 地域 間伐材利活用 推進 図       

 

 
出典：姶良市温泉センターくすの湯の木質バイオマス利用による CO2排出削減量の認証（鹿児島県） 

図 23 姶良市温泉センターくすの湯の木質バイオマス利用状況 

  

                                         
※10 間伐 林分 混 具合 応   目的   樹種 密度 調整  作業     一般的 、除伐後、主伐までの間に間

断的 行      
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木質      賦存量 利用可能量 

現在 市内 木質      流通状況 

本市内    木材 生産 流通   は図 24 のようになっています。 

 
図 24 本市内における現在の木材の生産・流通状況 

 

賦存量 利用可能量 

賦存量 利用可能量 考 方 

木質バイオマスエネルギーについて、下記 示 内容 “賦存量” “利用可能量” 推計 分析 行いまし

た。 

 

表 4 木質バイオマスエネルギーの推計・分析項目 

賦存量 全  人工林 対象  計画的 施業 実施   場合 発生  Ｃ材、Ｄ材 量  

利用 

可能量 

一定 経済性 確保       対象    姶良市 林業 将来動向等 加味  施業

量 基  発生  Ｃ材、Ｄ材 量  
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賦存量 推計結果 

本市 木質     賦存量  59,209  と推計されました。 

結果を表 5 に示します。 

なお、本調査結果で示す施業面積や素材生産量は、現状で主伐※11・間伐適期   林分※12を、技

術的 可能 範囲内 最大限 間伐利用  場合 量 意味します。 

地域的な特徴としては、姶良 蒲生に多く賦存しています。 

 

表 5 木材賦存量の推計結果 

地域 
区分 

施業面積 素材生産量   材積※13   
(ha/年) (m3/年) A 材･B 材※14 C 材･D 材 (m3/ha/年) A 材･B 材 C 材･D 材 

姶良 224 70,043 38,524 24,515 272 150 95 

加治木 83 26,727 14,700 9,355 277 153 97 

蒲生 201 72,397 39,818 25,339 280 154 98 

計 507 169,167 93,042 59,209 276 152 97 

 

 

図 25 木材賦存量の推計結果 

                                         
※11 主伐 利用期 達  樹木 伐採   収穫      間伐 異    伐採後、 次 世代 樹木 更新 行     
※12 林分 林相   一様    森林 取扱  単位   樹木 集団及    生    林地 合      指     
※13 材積 木材・石材などの体積のことです。 
※14 ＡＢＣＤ材 木材の品質や用途による分類で、Ａ材は主に製材に、Ｂ材は主に合板や集成材に、Ｃ材は主にチップや木

質    利用   木材  Ｄ材 主 搬出    林地残材 指     
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図 26 木材賦存量の分布地図 
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利用可能量の推計結果 

木質      利用可能量  想定  時期 今後 林業 動向等 左右        下表 

示す 3 つのシナリオで推計しました。 

 

表 6 木材利用可能量の推計シナリオ 

推計シナリオ 考え方 

短期シナリオ 
現時点  市内 木材流通 影響 与       調達可能と

想定される C 材・D 材 量。主にヒアリング結果から推計。 

短中期シナリオ 

現時点  森林内 残置     未利用材※15 量 統計  

  地理情報      結果 用   GIS（地理情報   

ム）※16を用いて推計。 

⾧期     

市内森林 全域     適切 森林施業※17を実施した場合

に発生する C 材・D 材 量 現在 流通       含   

る。 

 

木材利用可能量 推計結果 表 7 表 8 に示します。 

木材利用可能量は、木質        利用   C 材 D 材が短期 380m3/年 短中期

3,359m3/年 ⾧期 29,115m3/年と推計されました。 

 

表 7 木材利用可能量の推計結果【短期～短中期～長期】 

地域区分 
賦存量 

利用可能量 
短期*1 短中期*1 ⾧期*2 

C 材･D 材 C 材･D 材 C 材･D 材 C 材･D 材 
(m3/年) (m3/年) (m3/年) (m3/年) 

姶良 24,515 －*3 1,306 13,034 

加治木 9,355 －*3 425 5,620 

蒲生 25,339 380*3 1,628 10,461 

計 59,209 380*3 3,359 29,115 
*1：短期と短中期の利用可能量については、既存流通への影響を回避する観点か

ら、既に利用されている分は含まない。 
*2：長期の利用可能量については、将来的な流通経路の変化も考えられることか

ら、現状で利用されている分を含む。 
*3：現在、くすの湯の薪ボイラーには 600t/年を供給する協定があり、過去 4 年

間の稼働実績から 300t/年（380m3/年）程度の供給余力があると考えられ
る。（ヒアリングに基づく） 

 

                                         
※15 未利用材 間伐 主伐   伐採   木材   未利用   林地 放置     切捨間伐材 末木 枝条 根元

部のことを指します。 
※16 ＧＩＳ(地理情報    ) 地理的位置 手     位置 関  情報 持     （空間   ） 総合的 管

理 加工  視覚的 表示  高度 分析 迅速 判断 可能   技術       
※17 森林施業 森林 維持造成     伐採  造林  保育   諸行為 適正 組 合    目的 応  森林 取

り扱いをすることです。 
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図 27 木材利用可能量のイメージ 
 

表 8 木材利用可能量の推計結果【長期】 

地域区分 
施業面積 素材生産量 単位面積当たりの材積 
(ha/年) (m3/年) A 材･B 材 C 材･D 材 (m3/ha/年) A 材･B 材 C 材･D 材 

姶良 175 54,652 17,870 13,034 272 150 95 

加治木 67 21,723 7,982 5,620 277 152 97 

蒲生 143 51,591 13,182 10,461 278 153 97 

計 385 127,967 39,035 29,115 275 151 96 
※既に利用されている分も含む。 

 

図 28 木材利用可能量の推計結果【長期】 

利用可能量 
（短期） 

利用可能量 
（短中期） 

利用可能量 
（⾧期） 

380 

3,359 

29,115 

事業性を踏まえて 
最大限施業した時の 

C 材・D 材の量 

現状 未利用  
林地残材量 

現状調達可能と想定
される C 材・D 材 量 



 

22 

 

図 29 木材利用可能量の分布地図 
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木質バイオマスを推進する上での課題 

前項までの本市の地域特性を踏まえた上で、市内における木質バイオマスの活用を推進する上での課題は

以下のとおりです。 

 

課題① 木質バイオマスエネルギーで得られる熱エネルギーの需要先の確保 
木質           利用  場合  熱需要  存在 重要    

木質      利用  上  最 簡便 最 費用            ーで燃焼させて、温熱を作る

       用途  建物 暖房 温浴施設 福祉施設  風呂 加温 給湯    栽培  熱供給 

ど様々です。 

しかし、温暖な本市では冬の暖房をあまり使いませんし、ハウス栽培も多くはありません。また、木質バイオマス

 利用先   理想的 温熱需要がある温浴施設は、その数も限られています。 

温熱 冷熱 変換  技術 古   存在     木質      冷房 使    可能        

    効率 下       熱 変換     追加設備 必要    

また、木質バイオマスにより発電する場合も必ず排熱が発生し、この熱を有効に活用できるか否かで、事業全

体 経済性 大  変     特  地産地消型 小規模 発電   熱 利用 必須    

以上を踏まえ、本市では「熱」の需要を確保することが、最初に超えるべきハードルとなります。 

 

課題② 付加価値 低 木質     資源 利活用 
本市は、すでに多  木質     燃料 製紙原料 産出し、周辺地域の産業を支える、重要な役割を

担           現在発生    木質         流通    概 確立      今   市

内 供給   量 限      （380  /年程度）  

一方で、現時点では材としての付加価値が低い木質バイオマスが、山に残置されていると推測されます

（3,359  /年） 市内 木質      需要 作  山 眠 宝 経済的 価値 付与して取り出すこと

が、2 つ目の課題です。 

 

課題③ 地域全体のエネルギー循環、経済循環の実現を目指す推進組織の構築 

木質      利用 推進  上  山  運           利用      間      主体

が関与する必要があります。 

市内    木質     利用 推進 拡大             各主体 同 将来 見据  一 

のまとまりとして取組を進めることが必要です。 

その点において、本市内における取組は始まったばかりであり、さまざまな主体を束ねながら牽引していくための

器（組織） 人 不在    

本ビジョンの策定を契機として、当面は市がけん引役を担いながら、市内のさまざまな事業者や需要家と連携

し、地域全体のエネルギー循環、経済循環を実現するための推進体制の構築が必要です。 
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目指すべき将来像 

将来像 

関連計画等における市の将来像 

本市では、「第 2 次姶良市総合計画     市全体       基本理念を、「姶良市環境基本

計画」では目指す環境像を定めています。 

本          基本理念や環境像との整合を図り、エネルギーの側面からこれらの達成に寄与す

ることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ビジョンの将来像 

前項 示           基本理念や目指す環境像の達成に向け、エネルギー（特に木質バイオマ

ス）の観点から目指すべき本ビジョンの将来像を、以下のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

山間地（エネルギーの供給地）と市街地（エネルギーの需要地）がお互いに歩調を合わせながら木

質      活用 取 組     豊  自然環境 日々 暮   維持    化石燃料 依存 

ず、エネルギーを使用するためのコストが市内で循環し、地域活力 地域産業 持続可能 発展 実現

する都市を目指します。 

 

 

■第 2 次姶良市総合計画 

 

■姶良市環境基本計画 

 

 

森とまちが手を取り合い、 

豊かで持続可能な社会を実現する県央都市 あいら 
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将来像を達成するための目標 

「森とまちが手を取り合い、豊かで持続可能な社会を実現する県央都市 あいら」を実現するため、「森」

「産業」「くらし」のそれぞれにおいて達成すべき目標を以下のとおり設定します。 

 

 

 

 

  

森林関連産業 下支   地産地消型 木質     利用 推進 

木質バイオマスを暮らしに取り入れた、市民参加   地域経済の活性化 

適切 利用 管理   豊  健全 森林の維持 森 

産業 

くらし 

森林  地域資源 宝庫        災害 抑制 CO2 の吸収、癒し、生物多

様性の保全など、さまざまな機能を有しています。 

本市   木質      利用 通  森林資源 持続可能 利用 管理 促

  森林      機能   大  効果 発揮     目指     

地域産材 由来  木質      利用 推進          山 眠    

未利用材 経済的 価値 付与          林業 経済性向上 資     

す。 

地産地消型 木質     利用 推進  未利用材 運搬 加工 販売 含  

新たな経済効果を生みだし、地域産業の活性化に寄与することを目指します。 

木質バイオマスの地域内循環を生み出す上で、市内に安定的な「需要」が存在し、チ

ップや薪の市場が維持されることが前提となります。 

市有施設   活用  率先  需要 創出         取組  水平展開 

  市民 市内事業者   木質       理解 深  日常 暮   業務  

いて、チップや薪を使うことが当たり前の選択肢として浸透することを目指します。 
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推進プロジェクト 

プロジェクトの考え方 

本ビジョンでは、下記の視点に基づき「推進プロジェクト」を設定しました。 

 
 

推進プロジェクト 

本ビジョンでは、以下に示す 5 つの推進プロジェクトに取り組むこととします。 
 

プロジェクト① 公共施設    木質      率先導入        短・中期 
 加治木庁舎および蒲生庁舎に対して、木質バイオマスによる熱電併給※18設備の導入可能性検討 
（導入可能性ありと判断された場合、施設建設に合わせて導入を実施） 
 化石燃料    ー 有  公共施設（農産加工施設 給食    等） 対象  設備 更新時

期に合わせて、順次木質バイオマスボイラーの導入検討及び導入 
プロジェクト② 民間施設 対  木質     導入支援        短・中期 

 熱需要 大   木質      興味関心   市内 民間事業者 連携  木質      導入
可能性を検討 

 木質バイオマスボイラーの導入診断や情報発信等、市内事業者が広く活用可能な支援策を検討・実施 
プロジェクト③ 市民参加   木質     収集 運搬        中 ⾧期 

 林地残材※19等 低    収集  燃料 確保 価格 安定性 向上      山林所有者 地
域住民 参画  収集 運搬    検討  

 原木※20の取引には地域通貨※21の活用を検討し、特に山間地域での消費につながる運用方法を検討。 
プロジェクト④ 市民参加   木質     体験講座        中 ⾧期 

 森林 多様 機能（木材 供給       供給 CO2の吸収、防災、生物多様性※22保全な
 ）  林業体験 講座 炊事体験等 通  体験        実施  

 子    大人  幅広 世代 参加 促  都市住民 山間地域 交流          
 市民団体 林業関係者等  連携実施    木質      関        形成  寄与  

プロジェクト⑤ 先進技術の社会実装検討プロジェクト  中 ⾧期 

 竹      利用や木質バイオマスによる水素製造など、先進技術 先進事例 動向 注視    
もに、県や他自治体の取組や実績を研究し、本市への適用性を検討。 

 適用性 見出   技術等      本市    社会実装 可能性 実現性 検討  

                                         
※18 熱電供給 コージェネレーションとも言われる。天然ガス、石油、LP   等 燃料              燃料電池等 

方式により発電し、その際に生じる廃熱も同時に回収するシステムです。 
※19 林地残材 立木 丸太   際 出 枝葉 梢端部分 森林外 搬出    間伐材等 通常 林地 放置   残

材のことです。 
※20 原木 製材 合板    等 原材料   用    丸太    指    （丸太 近 状態 加工   木材 含    ） 
※21 地域通貨 特定 地域    消費 促進 相互扶助 主 目的    当該地域内 限  流通  人々 決済手段

     利用   通貨       
※22 生物多様性 生物多様性条約など一般には、①さまざまな生物の相互作用から構成されるさまざまな生態系の存在＝生

態系 多様性 ②     生物種 存在  ＝種 多様性 ③種 同   持    遺伝子 異  
＝遺伝的多様性、という 3 つの階層で多様性を捉え、それぞれ保全が必要とされています。生物多様性は
生命 豊   包括的 表  広 概念    保全  食料 薬品   生物資源      人間 
生存       不可欠 生存基盤（           ）    重要         

視点① 今後、5 年程度 実現可能       
視点② 市内    木質     利活用 推進  上  先導的 役割 果      
視点③ 多  市民 参加 促    木質      対  理解 深  興味関心 喚起      
視点④ 地産地消 基本   既存 木材流通 影響 与       
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木質      安定的 需要家      市民 事業者 皆   木質      発信  拠点

として、公共施設  率先的 取組 必要    

蒲生 加治木庁舎 皮切     他 熱需要   公共施設 対   設備更新 施設改修   

      合   段階的 木質      利活用設備 導入     

 

庁舎系施設への木質バイオマスの導入検討 

庁舎系施設のエネルギー需要の特徴 

市の庁舎系施設のエネルギー需要について、南九州の事務所ビルおよび官公庁（計 53 施設）の実績

データ（公表データ）を用いて、推計 行    （延べ床面積 2500 ㎡の施設を設定）。 

庁舎系施設では、主に空調や照明、OA 機器等でエネルギーを使用します。空調には電気、ガス、化石

燃料             方式       前述 南九州 実績        温暖 地域   

    電気式 空調 採用    事例 多       

そこで、庁舎系施設では主に電気を使用するものとし（給湯用のガスは僅少のため推計から除外）、月

別 電力需要 推計      

   電力需要 内訳    1 年間で最もエネルギー需要が小さくなる 4 月を「空調を使用しない月」と

みなし、他の月において 4 月  多 電力量 空調 使用  電力量   位置付      

結果は下図に示すとおりです。暖房はあまり使用しない地域特性が確認されました。 

 

 

図 30 庁舎系施設の電力需要の用途別内訳（仮想施設の推計値） 
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プロジェクト① 公共施設    木質      率先導入       
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また、公共施設は、夜間や休日はほとんどエネルギーを使用しないという特性があります。 

ここでは、一般的な庁舎 稼働時間 考慮   平日 時間   電力需要 推計      

 

 
図 31 庁舎系施設の時間別電力需要（8 月：平日）（仮想施設の推計値） 

 

 
図 32 庁舎系施設の時間別電力需要（1 月：平日）（仮想施設の推計値） 

 

 

庁舎系施設に導入可能性が考えられる木質バイオマス設備 

■ 木質バイオマスエネルギーの用途 

庁舎系施設は熱需要が限      量的 小  季節的 偏        

     木質      経済的 利用       安定的 木質     需要 創出     

は、一年 通  稼働  られる設備が望ましいことから、「熱電併給」ができる設備が望ましいと考えられま

す。 

木質バイオマスから得られた電力 熱  以下 示 用途で使用します。 

 

電力 ⇒ 施設内の自家消費。夜間などは、蓄電池に充電することも考えられます。 

熱  ⇒ チップの乾燥、冷房 暖房 

 

  

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0

100.0
120.0
140.0
160.0
180.0

0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10
時

11
時

12
時

13
時

14
時

15
時

16
時

17
時

18
時

19
時

20
時

21
時

22
時

23
時

電
力

需
要

（
kW

h)

加治木庁舎（8月：平日）
空調 その他

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10
時

11
時

12
時

13
時

14
時

15
時

16
時

17
時

18
時

19
時

20
時

21
時

22
時

23
時

電
力

需
要

(k
W
h)

加治木庁舎（1月：平日）
空調 その他



 

29 

■ 想定されるシステム構成 

木質      熱電併給設備 検討  上  費用対効果 面 熱 電気  全 使 切     重

要です。これを踏まえて、今回の仮想庁舎に導入が想定されるシステムを下図に示します。 

なお、空調設備 必要 熱       設備 熱    十分    （特 冷房時）   電気 

  化石燃料 使用  空調     必要       

 

 

 

 

 

 

 

  

夜間 早朝 少  電力
需要に合わせられる設備を
選定。 



 

30 

 

■ 木質        供給可能      量 

導入を想定した木質バイオマス発電機は、夜間から早朝にかけてのエネルギー需要が著しく小さくなること

から、規模の大きな設備は導入できません。 

     木質     以外  外部  購入  電気 化石燃料    全体      需要 半

分以上はまかなう必要があります。 
 

 
図 33 庁舎系施設における時間別電力需要の内訳（8 月：平日）（仮想施設の推計値） 

 
図 34 庁舎系施設の時間別電力需要の内訳（1 月：平日）（仮想施設の推計値） 

 
【参考】 熱電併給設備    木質     燃料（   ） 規格 量 

国内で稼働実績のあ 小型木質     熱電併給設備（  化方式） 例    庁舎系施設に

導入  場合 必要   燃料（   ） 規格 稼働 必要 量 示     

 

燃料（   ）

 消費量 

乾燥    年間 95t（＝10 時間×250 日×38kg） 

・ 定格運転で 1 時間当たり 38kg の乾燥チップを消費。 

・ 平日に 10 時間運転すると仮定。 

※夜間 早朝 休日 出力 絞  稼働        考慮      。 

使用できる木質

チップ※23燃料

の規格 

・ 形状 径 5cm 以下 切削   ※24 

・ 含水率 40%以下（できれば 30%以下） 

・ 樹種        

                                         
※23 木質    木材 細  切          原材料  木質     燃料   利用      
※24 切削    原木 製材背板   原料    刃物 切削加工       作             
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庁舎系施設への導入推進に向けた取組 

現在、本市の庁舎施設は建て替えの時期を迎えています。姶良市役所 各庁舎      今後建 

替えを予定（詳細は下表参照）しており、木質バイオマス設備の導入を検討する余地があります。 

新施設の検討作業と歩調を合わせながら、より具体的な条件に基づき、経済性や設置空間の確保などを

検討した上で判断します。 

 

表 9 加治木庁舎、蒲生庁舎の建設スケジュール（案） 

 
出典 姶良市複合新庁舎建設基本構想 基本計画（平成30年8月） 
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熱需要のある市有施設における段階的な木質バイオマスボイラー等への導入 

木質バイオマスボイラー等の導入可能性が考えられる市有施設 

市有施設   学校給食     福祉施設 農産加工施設     調理 食品加工  風呂  

の比較的まとまった熱需要が存在しています。また、加音ホールのように、灯油 冷暖房     施設もあり

ます。 

これらの施設については、既存のボイラーや空調設備等の代替設備または補助設備として、木質バイオマ

スの導入可能性が考えられます（詳細は下表参照）。 

 

表 10 将来的に木質バイオマスの利活用可能性がある市有施設 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

A重油 L 1,200 3,000 2,100 2,100 0 2,000 2,300 2,350 2,500 2,300 2,800 2,200 24,850

液化石油ガス(LPG) kg 44 54 66 35 0 51 61 60 44 52 56 38 561

電力 kWh 8,794 10,613 11,576 10,124 5,826 10,259 9,600 8,814 8,268 8,496 8,034 7,734 108,138

都市ガス m3 1,792 2,665 2,960 2,842 582 1,795 2,758 3,054 3,024 1,792 3,022 2,993 29,279

電力 kWh 10,086 12,898 13,633 12,782 8,481 13,076 12,636 12,636 10,350 9,102 9,654 8,994 134,328

液化石油ガス(LPG) kg 1,267 1,525 1,588 981 359 1,255 1,546 1,536 1,226 1,606 1,657 1,279 15,822

電力 kWh 14,836 19,624 22,055 18,445 10,733 20,323 18,762 16,248 13,572 15,198 14,562 13,938 198,296

灯油 L 449 457 515 256 182 351 300 404 280 95 210 498 3,997

液化石油ガス(LPG) kg 486 695 545 464 355 369 10 1,173 730 887 912 996 7,620

電力 kWh 3,652 4,428 5,075 4,993 5,967 4,776 4,279 4,686 5,117 5,060 4,670 4,365 57,068

灯油 L 280 280 280 140 0 420 641 691 243 0 228 265 3,468

液化石油ガス(LPG) kg 1 1 1 0 1 0 1 2 0 0 0 1 9

電力 kWh 137 172 172 169 183 190 231 348 159 133 121 152 2,167

灯油（空調利用） L 4,000 3,000 8,000 8,000 4,000 6,000 4,000 37,000

電力 kWh 236 258 338 336 346 308 247 217 292 272 169 221 3,240

都市ガス m3 199 179 191 187 191 173 186 193 200 174 202 181 2,255

電力 kWh 7,498 8,030 9,611 12,187 12,386 9,961 8,156 7,193 7,871 7,927 7,418 7,834 106,072

灯油 L 600 310 300 320 320 0 662 300 350 360 650 0 4,172

電力 kWh 1,305 1,572 1,925 2,249 2,484 2,093 1,632 1,436 1,179 1,119 1,124 971 19,089

灯油 L 708 539 563 708 708 499 655 462 483 450 504 720 6,999

電力 kWh 1,556 1,584 1,710 1,378 1,379 1,486 1,785 1,553 1,931 2,051 1,900 1,960 20,273

灯油 L 873 801 477 584 662 787 1,159 685 574 652 622 550 8,426

電力 kWh 0

灯油 L 209 169 130 194 90 129 232 218 150 232 207 218 2,178

電力 kWh 1,869 2,161 1,779 1,747 1,640 1,535 1,604 1,293 1,240 1,644 1,932 1,632 20,076

9 小山田農産加工

10 蒲生農産加工

11 姶良農産加工

6 加音ホール

7 姶良高齢者福祉セン
ター

8 加治木農産加工

4 三叉コミュニティセン
ター

5 加治木生活改善セン
ター

1 蒲生学校給食セン
ター

2 加治木給食センター

3 姶良給食室別棟

No 施設名 エネルギー種類 単位
月別（2018年度実績）

計
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加治木生活改善センター 

  

   ▲施設外観                  ▲施設北側      

  

▲灯油タンク                    ▲灯油焚き蒸気ボイラー     

灯油焚 蒸気     最大蒸発量 200kg/h（1998 年導入） 主 厨房給湯用 
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加音ホール 
 

  
▲施設外観               ▲灯油タンク（地下式）周辺 

   
       ▲灯油焚き吸収式温水機      ▲機械室（エアハン※25・パッケージエアコン周辺） 

   

▲エアハン                     ▲パッケージエアコン 

灯油焚 吸収式温水機 180 冷凍  ×2 基（1995 年導入） 2F、主に空調用 

     6 基（1995 年導入） 2 3F 

電気式          圧縮機出力 3.75kW×12 基（2000 年導入） 

                圧縮機出力 7.5kW×3 基（2014 年導入）  40 基ほど 
  

                                         
※25      環境基準を満たした快適な居住空間を作るため、各室内からの還気と同時に外気を取込み、浄化をした後熱処

理 行  空調    空気 各室内 給気  設備    
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市有施設への木質バイオマスボイラー等の導入に向けた取組 

本       実行  上  既存設備 更新時 建物 大規模改修         逃      

導入可能性を検討することが必須となります。 

前項で示した各施設の最新情報を、後述する庁内の推進組織である「（仮称）姶良市木質バイオマス

等再生可能エネルギー推進プロジェクトチーム」において情報を共有し、既存ボイラー等 更新時期 近  

 施設      施設管理者等         参加 要請  木質      利活用 可能性 検

討します。 
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熱需要 大   木質      興味関心   市内 民間事業者 連携  木質      導入

可能性を検討します。 

また、木質バイオマスボイラーの導入診断や情報発信等、市内事業者が広く活用可能な支援策を検

討・実施します。 

 

民間事業者の木質バイオマスに対するニーズ 

本ビジョンの策定にあたり、安定的な熱需要の存在が想定される市内の食品産業や福祉施設、温泉施

設 医療機関等 対  木質      利用 関        実施    （回答者 3６事業

者）。 

その中で、木質バイオマスへの関心が高い事業者として、「検討中・これから検討」が食品 1 医療機関

2、福祉施設 1  条件 良   利用     食品 1、福祉施設 1、温泉施設 1 が確認されました（詳

細は下図参照）。 

 

 

図 35 市内事業者の木質バイオマスへの関心(熱需要の存在が想定される 36 社の回答) 
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利用するつもりはない 該当しない(発電しない) 既に利用している

プロジェクト② 民間施設 対  木質     導入支援       
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民間施設の導入推進に向けた取組 

ニーズのある事業所との連携 

前述のアンケートで木質バイオマスに対するニーズが確認できた事業者や、市内の大規模な事業者につ

いては、協議会への参画や定期的な情報交換などを通じた連携を推進します。 

      官民連携   事業 実施 国庫補助等 活用   可能性 検討  具体的 設備 

導入につなげます。 

 

民間事業者への水平展開 

木質      対  民間事業者のニーズは、前項のアンケート以外にも潜在的に存在しているととも

に、今後、ボイラー設備等 更新 考         新      生   可能性      継続的

かつ汎用的な支援策が重要です。 

しかし、木質バイオマスの導入可能性を検討するためには、下図に示すような調査・検討が必要となり、

事業者にとってもハードルが高い取組となっています。 

そのため、民間施設 対して木質バイオマス設備の導入を水平展開するために、導入可能性を検討す

る「導入診断」からはじまり、導入に際しての情報提供や助成など、パッケージによる支援が有効です。 

今後、関係機関等と調整しながら、支援方策のあり方や実施可能性について検討していきます。 

 
図 36 木質バイオマスボイラーの一般的な導入検討手順 

 

  

木質バイオマスボイラーの導入可能性検討の一般的な手順 

 ① 既存施設の調査 
・光熱費の分析 
・既存設備の仕様・稼働の調査 
・設備機器レイアウト等の調査 

② バイオマスボイラー設備の検討 
・初期費用 
 維持管理費用 
・CO2 削減効果 

③ 光熱費の収支をシミュレーション 

収支 黒字   場合 

④ 具体的な導入機器の選定 

木質バイオマスボイラーの導入 

補助金等 活用 
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林地残材等 低    収集  燃料 確保 価格 安定性 向上      山林所有者 地域

住民 参画  収集 運搬    検討します。 

原木の取引には地域通貨等の活用を検討し、特に山間地域での消費につながる運用方法を検討しま

す。 

 

 

 
図 37 木の駅プロジェクトの実施イメージ 

 

 

  

プロジェクト③ 市民参加   木質     収集 運搬       

原木の集積場所 

（木の駅 B） 

山林所有者 一般市民 市民団体等 

森林組合等 

連携 連携 

技術指導、各種支援 

林地残材等 持 込  地域通貨等での支払い 

市内 

事業者 

地域通貨等の使用 

山林地域 の使用

を促す工夫 

燃料製造工場 
（市内チップ工場等） 

運搬（持ち込み） 買取 

市 

連携・支援 
原木の集積場所 
（木の駅 A） 

市有施設 

民間施設 

納入 

購入 
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森林は、多面的な機能（木材の供給、エネルギーの供給、CO2 の吸収、防災、生物多様性保全な

ど）を有しており、これらを体感できる林業体験 講座 炊事体験等のイベントを実施します。 

このイベントは、子    大人  幅広 世代 参加 促  都市住民 山間地域 交流     

とすします。 

また、このイベントの運営について、市民団体 林業関係者等 連携して実施することにより、木質バイ

オマスに関わる市内のネットワーク形成にも寄与します。 

 

 

図 38 市民参加による体験イベント（実施イメージ） 

 

 

  

プロジェクト④ 市民参加   木質     体験講座       

（仮称）森の恵み体験イベント 

 

（内容例） 

① 森の恵みを学ぶ 

  → 森林内  簡単 座学＆    など 

 

② 伐木体験 

  → チェーンソーや手斧で伐木体験 など 

 

③ 薪づくりに挑戦 

  → 自分たちで伐った木を薪に加工 など 

 

④ 木のエネルギーとしての可能性を知る・体感する 

  → 薪を使ったごはんづくり 

  → 木質バイオマス発電の仕組みを学ぶ など 

 市民 

・市内事業者 

参加 

木質バイオマスへの 

理解 興味関心 

 山林所有者 
・素材生産事業者 

 山間地域住民 

 市民団体 等 

運営支援 

交流 
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木質バイオマスの活用技術は、現段階では実証段階のものも多く、本ビジョンの計画期間中（10 年

間） 数多  技術 実証  実装 移行     想定      

例   竹      利用    はコスト面での課題が挙げられていますが、国のロードマップでは今

後 5 年程度 目途 実装段階          本市      県や他自治体の取組や実績を研究

し、プロジェクト①②③と連動しながら、市内への導入可能性を検討します。 

   温暖 本市  熱需要 確保 木質     利用 課題         電気 多様  

ス（水素を含む）を作り出す技術が実用化され、市場に投入されることで、木質バイオマスの活用の幅が

ますます広がるものと思われます。 

本          技術動向等 常 注視         見直  新         追加  

 随時行        

（参考）      利用技術 現状       （農林水産省,2019 年 5 月） （抜粋版） 

 

プロジェクト⑤ 先進技術の社会実装検討プロジェクト 
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ロードマップ 

各推進プロジェクトのロードマップを下図に示します。 

本ビジョンでは、主に短・中期（今後 5 年程度）        示     今後      推進  中

  適宜見直  ⾧期的 取組 具体化   図        

 

推進プロジェクト 2020 2021 2022 2023 2024 2025  

プロジェクト① 

公共施設における木質バイオ

   率先導入       

      

プロジェクト② 

民間施設 対  木質   

マス導入支援プロジェクト 

      

プロジェクト③ 

市民参加   木質    

ス収集・運搬プロジェクト 

      

プロジェクト④ 

市民参加   木質    

ス体験講座プロジェクト 

      

プロジェクト⑤ 

先進技術の社会実装検討プ

ロジェクト 

      

 

凡例       実施予定         調査結果等に応じて実施を検討 

  

設計 工事 運転 

    設備等 更新 合   木質      導入可能性検討 

民間事業者等  意見交換 

支援制度等 検討 

支援制度等 運用 

事業の企画・ 

実現可能性検討 

試行実施 

（モデル地

域） 

本格実施 

企画 実施 
実施 

（随時 企画内容 開催規模等 見直 ） 

技術動向 情報収集 周辺自治体 県等  意見交換 

事業内容・体制等の検討・事業の実施 

  

実現可能性検討 

（加治木・蒲生庁舎） 
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ビジョンの推進体制 

推進体制 

本ビジョンは、木質バイオマスに関わるさまざまな主体が参加する （仮称）姶良市木質     利活

用推進協議会」を中心に推進していきます。 

また、庁内では各プロジェクトに関わる需要施設や事業等の所管課からなる「（仮称）姶良市木質  

オマス等再生可能エネルギー推進プロジェクトチーム」を設置します。 
 

 

姶良市地域         策定委員会 

目的 ・      進行管理 

・      見直  

構成 学識経験者 林業関係者 市内事業者 等 

開催計画 年 2 回程度 

（仮称）姶良市木質     利活用推進協議会 

目的 ・ 関係者間のネットワークの形成 

・ プロジェクトの実施主体の組成 

・ プロジェクトの具体化・実施 

・ 木質バイオマスへの取組機運醸成 

構成 学識経験者 林業関係者 市内事業者 等 

開催計画 年 2 回程度 

（仮称）姶良市木質バイオマス等再生可能エネルギー推進プロジェクトチーム 

目的 ・ 各プロジェクトの推進（主に市有施設関連） 

構成 関係部署 木質     需要施設 管理者等 

開催計画 年 2 回程度 

姶良市地域エネルギービジョン策定委員会

（学識経験者、林業関係者、市民代表者 等）

（仮称）姶良市木質バイオマス

利活用推進協議会

（学識経験者、林業関係者、市内事業所 等）

報告

報告・提案

事務局

（仮称）姶良市木質バイオマス等

再生可能エネルギー

推進プロジェクトチーム

（関係部署、需要施設管理者等）

調査・研究

姶良市地域エネルギービジョン

策定庁内会議
意見 提言

報告

情報共有

連携

運営支援

姶良市産官学民連携

市民 事業者

参画
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進行管理 

本     進行管理  主 （仮称）姶良市木質     利活用推進協議会    実施     

後述する成果指標や各推進プロジェクトの進捗状況を確認し、その効果を検証するとともに、実施状況に

応  次年度以降 取組内容 改善         見直 等 随時実施     

 
 

成果指標 

本ビジョンの推進により、市内の木質資源の需要 増加     伴 各種 経済効果 市民意識 向

上 見込      

下表 示 指標 目標 基   本     進行管理 行     

 

指標 目標値 関連プロジェクト 把握方法 

市内の木質資源新規需要 現状比 2 施設増加 プロジェクト① 市で独自把握 

現状比 200t/年増加 

         市外流出 

削減額 

2,000 千円/年 プロジェクト①②③ 市で独自把握 

林地残材 有効活用    

森林面積 

現状比 2ha 増加 プロジェクト③ 市で独自把握 

森林    交流人口 

（イベント参加者数等） 

現状比 50 人/年増加 プロジェクト④ 市で独自把握 

 

  

計画（Plan） 

計画の策定、見直し 

改善（Action） 

取組の見直し 

実行（Do） 

計画に基づき実践 

評価（Check） 

各主体の取組状況や対策
効果の点検及び検証 
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資料編 

 データ集 

 

【地域経済循環分析データ】 

業種 付加価値額 
(億円) 

域際収支 
(億円)  産業 雇用者所得 

（億円） 
その他の所得 

（億円） 
農業 22.3 -5.5  第１次産業 9.4 15.4 
林業 1.2 1.2     
水産業 1.3 -0.1     
鉱業 0.4 -9.1     
建設業 146.9 45.0     
食料品 68.2 -18.8  第２次産業 228.1 91.6 
繊維 0.4 -3.6     
パルプ・紙 0.8 -14.4     
化学 1.7 -75.7     
石油・石炭製品 12.8 -56.3     
窯業・土石製品 13.2 5.9     
鉄鋼 2.1 -16.1     
非鉄金属 0 -13.0     
金属製品 10.6 -17.9     
一般機械 10.1 -26.7     
電気機械 28.0 -13.7     
輸送用機械 0 -66.8     
精密機械 12.6 9.8     
衣服・身回品 2.2 -16.9     
製材・木製品 0.4 -9.3     
家具 1.4 -4.6     
印刷 1.1 -12.5     
皮革・皮革製品 0 -5.1     
ゴム製品 0 -7.4     
その他の製造業 6.7 -23.4     
電気業 0 -30.6  第３次産業 738.3 553.3 
ガス・熱供給業 1.2 -3.6     
水道業 4.0 -1.1     
廃棄物処理業 38.1 24.6     
卸売業 60.8 -130.4     
小売業 103.0 -74.5     
金融・保険業 43.3 -74.9     
住宅賃貸業 217.9 21.7     
その他の不動産業 17.2 -7.0     
運輸業 77.8 -35.6     
情報通信業 45.3 -106.4     
公務 121.8 -29.6     
公共サービス 355.0 51.1     
対事業所サービス 91.7 -19.6     
対個人サービス 114.6 -49.1     

※p8 エネルギーコストの構造の数値データです。 
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 用語集 

※五十音順 

 

【A 材・B 材・C 材・D 材】 

木材の品質や用途による分類で、A 材は主に製材

に、B 材は主に合板や集成材に、C 材は主にチップ

 木質    利用   木材  D 材は主に搬出

    林地残材 指     

 

（p18 ※14） 

 

【GIS（Geographic Information 

System 地理情報    ）】 

地理的位置 手     位置 関  情報 持 

    （空間   ） 総合的 管理 加工  

視覚的 表示  高度 分析 迅速 判断 可能

にする技術のことです。 

（p20 ※16） 

 

【GRP（Gross Regional Product 域内総

生産）】 

一定期間内に地域内で産み出された付加価値の

総額を意味します。 

（p8 ※3） 

 

 

 

 

 

【IPCC（Intergovernmental Panel on 

Climate Change 気候変動に関する政府間

パネル）】 

国連環境計画（UNEP）及び世界気象機関

（WMO）により 1988 年 設立   政府間機

関です。地球温暖化に関する科学的・技術的・社

会経済的 見地  包括的 評価 政策決定者

等に提供しています。 

（p11 ※5） 

 

【アメダス（AMeDAS Automated 

Meteorological Data Acquisition 

System 地域気象観測    ）】 

雨、風、雪などの気象状況を時間的、地域的に細

  監視      降水量 風向 風速 気温 日

照時間の観測を自動的におこない、気象災害の防

止 軽減 重要 役割 果       現在 降

水量 観測  観測所 全国 約 1,300 か所

（約 17km 間隔）存在しています。 

（p10 ※4） 

 

【エアハン（エアハンドリングユニット）】 

境基準を満たした快適な居住空間を作るため、各

室内からの還気と同時に外気を取込み、浄化をした

後熱処理 行  空調    空気 各室内 給

気する設備です。 

（p34 ※25） 

 

【化石燃料】 

動物 植物 死骸 地中 堆積  ⾧ 年月 間

 変成     有機物 燃料     主   

に、石炭、石油、天然ガスなどがあります。 

（p1 ※1） 

 

 

 

A 材 B 材 

C 材 

D 材 
小径木 

曲がり材 大径木 

端材 枝条 林地残材 



 

46 

【間伐】 

林分 混 具合 応  ， 目的   樹種 密度

を調整する作業のことで、一般的に， 除伐後，主

伐   間 間断的 行      

（p16 ※10） 

 

 

【原木】 

製材 合板    等 原材料   用    丸

太のことを指します。（丸太に近い状態に加工され

た木材を含みます。） 

（p26 ※20） 

 

【材積】 

木材・石材などの体積のことです。 

（p18 ※13） 

 

【自伐】 

森林 所有  林家 自  所有森林 木 育

  主 家族労働力 伐採 行       

（p15 ※8） 

 

【主伐】 

利用期 達  樹木 伐採 ， 収穫することで、

間伐 異  ， 伐採後， 次 世代 樹木 更新

 行     

（p18 ※11） 

 

【森林施業】 

森林 維持造成     伐採， 造林， 保育

   諸行為 適正 組 合  ， 目的に応じた

森林 取 扱          

（p20 ※17） 

 

 

 

 

 

 

【生物多様性】 

生物多様性条約など一般には、①さまざまな生物の

相互作用から構成されるさまざまな生態系の存在＝

生態系の多様性、②さまざまな生物種が存在する

＝種の多様性、③種は同じでも持っている遺伝子が

異  ＝遺伝的多様性    3 つの階層で多様

性を捉え、それぞれ保全が必要とされています。生物

多様性 生命 豊   包括的 表  広 概念

    保全  食料 薬品   生物資源   

らず、人間 生存       不可欠 生存基盤

（ライフサポートシステム）としても重要です。 

（p26 ※22） 

 

【切削   】 

原木 製材背板   原料    刃物 切削加

工することにより作られるチップのことです。 

（p30 ※24） 

【素材生産】 

森林 生育  立木(樹木）を伐採して素材(丸

太）に加工し、決められた場所に運搬・集積すること

です。 

（p15 ※7） 

 

【地域通貨】 

特定の地域における消費の促進と相互扶助を主な

目的    当該地域内 限  流通  人々 決

済手段     利用   通貨       

（p26 ※21） 

 

【熱電併給】 

コージェネレーションとも言われる。天然ガス、石油、

LP   等 燃料              燃料電

池等の方式により発電し、その際に生じる廃熱も同

時に回収するシステムです。 

（p26 ※18） 
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【未利用材】 

間伐 主伐   伐採   木材   未利用  

 林地 放置     切捨間伐材 末木、枝

条、根元部のことを指します。 

（p20 ※15） 

 

【木質チップ】 

木材 細  切          原材料  木質

     燃料   利用      

（p30 ※23） 

 

【木質バイオマス】 

森林 育成  樹木 生態量     具体的  

森林  伐 出  木材      樹木 枝葉 製

材工場などの残廃材、建築廃材などを含んでいま

す。 

（p1 ※2） 

 

【立木買 】 

立木 購入  伐採  素材   販売     

指します。 

（p15 ※9） 

 

【林業経営体】 

林地 所有 借入     森林施業 行 権原 

有する、世帯、会社などのことです。 

（p15 ※6） 

 

【林地残材】 

立木 丸太   際 出 枝葉 梢端部分 森林

外 搬出    間伐材等 通常 林地 放置 

れる残材のことです。 

（p26 ※19） 

 

【林分】 

林相   一様    森林 取扱  単位   

樹木 集団及    生    林地 合    

のを指します。 

（p18 ※12） 
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